
建学の精神 

・ 本学では、未来につながる課題を自ら設定し、それを解決することができる先端人材を輩出し

ます。  

・ 本学では、これからの社会が目指すべき姿を構想し、その実現に向けた諸課題の解決に繋が

る先端学術研究を実践します。  

・ 本学は、人材輩出・研究の実践を通じ、現在と未来の世界に先頭を切って貢献していきます。  

  

建学の精神の実践 

・ 未来社会を支える人材は、多様な価値観の存在する世界で活躍します。  

・ 本学は、未来社会の姿を見通し、起こり得る新たな課題を洞観し、現在の諸課題と併せて世界

に率先して解決する教育・研究活動を実践します。  

・ 世界で通用する先進性・多様性・倫理観と、専門的知識・創造的思考力・洞察力・俯瞰力・幅

広い教養を兼ね備えて、複雑で複合的な問題に挑戦できる人材を育てます。＜建学の精神＞

本学では、未来につながる課題を自ら設定し、それを解決することができる先端人材を輩出し

ます。  

 

 

 

  



各学部・各学科の教育目的  

学部・学科 学部・学科の教育目的 

経済学部 

経済学科 

経済学を中心とした幅広い教養の修得を通じて、健全な社会観

と職業観を涵養し、より良い社会を構築するための諸活動に主

体的かつ積極的に参画する人材の育成を目的とする。 

法学部 

法学科 

法学の基礎を習得しながら、行政や企業等のビジネス社会や市

民社会で現実に生ずる紛争を多角的に分析・理解するとともに、

それを法的に解決し、紛争発生を予防する実践的能力を身につ

けさせることを教育目的とする。 

経営学部 経営環境における変化を的確に捉え、組織経営に必要な幅広

い知識を有し、経営能力と起業能力をもって主体的に活躍でき

る人材の育成を目的とする。 
    

  経営学科 経営学科では、将来、多様な分野で幅広く活躍できるように、経

営の基本を学習し、人事、営業・販売、企画、経理・財務、情報

システムなど、あらゆる部門で実力を発揮できる人材の育成を目

的とする。 

事業構想学科 事業構想学科では、時代の変化を見抜く力を養い、事業承継、

起業、新規事業、事業拡大、スポーツ関連ビジネスの企画・運営

に必要な基礎及び専門知識を持つ人材の育成を目的とする。 

経済経営学部 経済学経営学を中心に法学分野の科目も配した実学重視の教

育課程を通して、ビジネスパーソンとして必要な幅広い教養と高

い専門性を兼ね備えた人材の育成を目的とする。 

   

  経済学科 経済学を中心に経営学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソ

ンとして必要な幅広い教養と経済学の体系的な学修を通じて習

得した広い視野をもって社会で活躍できる人材の育成を教育の

目的とする。 

経営学科 経営学を中心に経済学・法学分野の科目も配し、ビジネスパーソ

ンとして必要な幅広い教養と実体験重視の学修を通じて、社会

人としての自立できる人材の育成を目的とする。 

人間文化学部 人間が創り出した文化が人間を育み、一方で規定してゆくという

連関性に立脚し、人と人、文化と社会、地域の関係性の総合的

な教育研究、新時代を担う新しい人材の育成を目的とする。 
    

  心理学科 心理学の基礎的知識と技能を十分に体得し、それを企業や心理

臨床などの実践現場において柔軟に応用、問題解決できる能力

をもった人材の育成を目的とする。 

メディア社会学科 現代社会において、ますます重要性を増すメディアに対して高

度な理解を持ち、かつ、社会のしくみ・動きに対する深い洞察力

を有する人材の育成を目的とする。 

歴史民俗・日本語日本

文化学科 

(歴史民俗学専攻)われわれの過去と現在を歴史と民俗の観点か

ら考え研究し、その成果を地域などに発言できるような人材の育

成を目的とする。 

(日本語日本文化専攻)日本語と日本文化研究を柱として、日本

人の言語・文学・文化・芸術を深く理解し、日本語を模範的に使

いこなし、広い視野をもって社会に貢献できる人材の育成を目的

とする。 

人文学部 心理学と歴史学を中心とした人文学の諸分野の知識を身につけ

新時代を担う新しい人材の育成を目的とする。     



  心理学科 心理学及び周辺分野の基礎的知識と技能を十分に体得し、そ

れを企業や心理臨床などの現場において柔軟に応用、問題解

決できる能力を持った人材を育成する。 

歴史文化学科 歴史学及び周辺分野の基礎的知識と調査研究技能を十分に体

得し、それを実社会において問題解決に活用できる人材を育成

する。 

バイオ環境学部 環境問題や資源・エネルギー問題の本質的な解決を図るため、

バイオサイエンス分野の先端研究の成果や技術を生かし、地域

のなかで「人とともに多様な生き物が共生できる環境(バイオ環境

という)」を実現することを教育研究の目的とする。 

    

  バイオサイエンス学科 環境と調和したグリーンバイオ技術の習得を教育目的とする。学

生は動物、植物、昆虫、微生物、食品、遺伝子の領域における

バイオの知識や技術を講義や実験を通じて広く学び、環境と

人々の健康に貢献できるバイオ技術者を目指す。 

バイオ環境デザイン学科 農・森林環境、水環境、都市環境などの共生空間における物質

循環や動態とその景観に関する科学・技術に基づく環境デザイ

ン力の養成を教育目的とする。学生は生態学的知識、環境分析

技術、環境再生技術などを講義や実験、フィールド実習を通じて

学び、人と自然の共生に貢献できる環境専門家やランドスケー

プデザイナーを目指す。 

食農学科 環境に配慮し、地域の特長を生かした農産物の生産や安全な食

品の加工技術の習得を教育目的とする。学生は農産物の栽培

育種、食品加工、発酵・醸造、食品の栄養価や安全性をバイオ

の知識と共に講義や実習を通じて学び、地域の活性化に貢献で

きる食と農の専門家を目指す。 

健康医療学部 多様な健康状態、発達段階、生活環境にある人たちに対して専

門的な支援を行い、人々の健康生活の実現と健康寿命の延伸

に寄与する人材を育成することを目的とする。 
    

  看護学科 人間を総合的に捉え、尊重し、対象者に適した看護を実践する

ために必要な知識・技術と豊かな人間性、自律的に学び続ける

力を備え、対象者の健康回復・増進を図るために主体的に考え

行動できる看護職者の育成を目指す。 

言語聴覚学科 言語・聴覚や摂食・嚥下分野の基本的な評価と訓練・指導の技

術を修得し、さらに基盤となる分野(科学)と幅広い分野(教養)の

知識を備え、患者の状態を理解し、リハビリテーションに関する問

題を医師らと連携しながら解決できる言語聴覚士の育成を目指

す。 

健康スポーツ学科 健康医学・健康科学・身体運動科学・スポーツ社会学といった幅

広い分野を融合させた学際的な教育研究によって、保健医療の

知識と身体運動に関わる実践的スキルを修得し、教育・医療・保

健・福祉、そして健康産業において、人々の健康の維持・増進に

貢献する職業人の育成を目指す。 

工学部 

機械電気システム工学科 

機械分野と電気分野に跨る専門分野の基礎知識を修得した上

で、物事の本質を把握し論理的に思考する能力を身に付け、グ

ローバルな視点で社会ニーズに基づく問題を発見し、自らの専

門能力を総合的に駆使して適切に解決できる人材の育成を目

的とする。  


